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第 39 号
２学年だより

３学期、順調なスタートが
切れました！

３学期が始まり、１週間がたちました。冬休

みの課題もほぼ全員が提出できました。冬休

み中は、各自で計画的に学習したり、トレーニ

ングしたり、積極的に手伝いをしたりと思った

以上にめりはりのついた生活が送れていたよう

で、順調なスタートが切れた生徒が多く、嬉し

く思います。

現在新型コロナウイルス感染症拡大が止ま

らず、なかなか先が見えない状況が続きます

が、自分で立てた３学期の目標実現に向け

て、１歩ずつ前進していきましょう。

第２学年主任 今村 恵美子

【３学期の抱負】
２年１組 安藤さん

私の３学期の抱負は２つあります。

１つ目は、授業の予習復習を行うことです。今まで

は、授業の予習復習をあまり行うことができませんで

した。これからは、予習復習を行い、理解を深めて

いきたいです。

２つ目は、時間を決めて行動するということです。

テキパキと動き、時間を有効に使っていきたいです

す。

２年２組 吉田さん
私が３学期に頑張りたいことは、勉強と部活動で

す。勉強は、２学期よりも点数を上げるために、分か

らない所は分かるまで勉強したいです。

部活動では、２学期出来なかった声出しの徹底で

す。２学期はまとまって声を出すことがあまり出来ま

せんでした。３学期は、チーム全員で声を出し、試

合で勝つことを目標に頑張っていきたいです。

２年３組 大橋くん
私の３学期の抱負は、勉強を頑張ることです。もう

少しで３年生になるので、受験勉強をしっかりできる

ように、３学期のうちに長い時間集中して勉強できる

ようにしたいです。学年末テストなどもあるので、早く

から計画的に勉強して、合計点数や順位を上げら

れるように頑張りたいです。

「阪神・淡路大震災」１９９５．１．１７

今から２６年前、大きな地震が起きました。地震

が起きた当日、テレビから流れてくる報道が「本当

に日本で起こっていること？」と驚きと不安と複雑

な気持ちでした。想像できないことばかり・・ 焼け

野原になった映像を見て、「戦争のようだ」と思っ

たことを記憶しています。

１月１３日の道徳の時間に、全クラスで新聞記事

から阪神淡路大震災での出来事を読み、考えまし

た。

ねらい 阪神淡路大震災から２６年。東日本大震

災を経験した私たちと同様の苦しみを味わった神

戸の人々の思いを知る。この２６年の間、様々な思

いの中生きてきた神戸の人達。前向きに生きること

は大切だが、そこに至るまでの心の葛藤もある。

新聞記事の概要

震災当時、救援活動を行っていた吉田輝男

警部補。震災から１週間たった１月２３日、仮の

遺体安置所で、小学校３、４年生の少女と出会

う。少女の前には母親の遺骨が入った「ナベ」が

あった。家屋が倒壊し、瓦礫の下敷きになった

母親を懸命に救おうとした少女。迫り来る火事の

中、母親は「ありがとう。もう逃げなさい。」と言っ

て、握っていた少女の手を放した母親。

少女は夢中で逃げた。その後我が家は炎に包

まれた。翌日、何をしたか、どこにいたか覚えて

いない。翌々日少女は一人で母親を探し求め、

そして見つけ出した。少女は今一人で、見つけ

出した母を「ナベ」に入れて、守り続けている。

震災後１年経ってからの新聞記事から

～授業の感想より～

☆命を大切にしていこう。（女子）

☆家族に対してきちんと感謝してい

きたい。 （男子）

☆今を精一杯生きていく。（男子）

☆家族は大切。だから家族との時間を大切にして

いく。（男子）



☆何も知らずにこの時間を過ごしていただけなの

に、その日常がなくなってしまうと考えるとどうしよう

もない、どうにかしてあげたいという気持ちにあふ

れてきた。震災を知り、後につなげていくことの必

要性と大切さをすごく実感した。（男子）

☆この記事を読んで、怖いし、悲しいし、泣きそう

になった。いつ何が起こるかわからない。家族や他

人、今生きている人生・・・１日１日生きていることを

大切にしていきたい。（女子）

☆辛い経験は後世に伝えていかないといけないけ

ど、経験した本人は思い出すのも辛いだろうし、難

しいんだなと思った。また、こういった経験談を聞

いて、同情したり、感動したりするだけではだめだ

と思う。そこから何かを学んで、同じ悲劇を繰り返さ

ないようにするべきだと思う。（女子）

☆震災の時少女は生きる決断をしたからこそ、命

をつなぐことができたのだ。（男子）

☆私はお母さんがいないことなど考えられないの

で、この少女の気持ちがどれだけ苦しいか、少女

ほどわからない。もし自分だったら２６年経っても絶

対に立ち直れないと思った。（女子）

☆もし自分がそのような状況で、立

ち直り、強く生きることができるか分

かりません。この少女の気持ちが痛

いほど分かる。（男子）

☆新聞記事を読んでいてとても辛くなり、泣きそう

になりました。私たちが生きていく中で何が起こる

か誰も知りません。地震のように家族や大切な人

にも会えなくなると考えると、これからの自分はたく

さん「ありがとう」という感謝の気持ちを大切にして

いきたい。（女子）

☆災害で小さい頃に家族を亡くして、辛い思いを

している人はたくさんいることを知った。普通に過

ごしていること、過ごせていることが幸せだと思っ

た。（男子）

☆少女の記事がとても辛かった。私が少女の立場

だったら、自殺を考えていたかもしれない。でも少

女は強い大人になっていてほしい。（男子）

☆どんな時でも突如に別れというものは来るし、目

の前にいる友人が一瞬で亡くなってしまうこともあ

る。ということを意識して生活したい。”自分の分ま

で生きて！”と言っても、残された人がその後も生

きるかどうかはわからない。（女子）

1月 18日(月)

朝自習：ナビ社会⑩

１ 月 １

２ 月 ２

３ 月 ３ 英検対策講座

４ 月 ４
完全下校１７：１５

５ 月 ５

６ 月 ６

普通時程 給 食 普通清掃 部活あり

1月 1９日(火)

朝自習：ナビ国語⑨

１ 火 １

２ 火 ２
生徒会専門委員会（放課後）

３ 火 ３
SC来校

４ 火 ４
完全下校１７：１５

５ 火 ５

６ 火 ６

短縮時程 給 食 短縮清掃 部活あり

1月 ２０日(水)

朝自習：ナビ数学⑩

１ 水 １

２ 水 ２

３ 水 ３ 英検対策講座

４ 水 ４ 完全下校１７：１５

５ 水 ５

６ 道 徳

普通時程 給 食 普通清掃 部活あり

1月 ２１日(木)

朝自習：ナビ英語⑩

１ 木 １

２ 木 ２
調査書作成委員会 SSW来校

３ 木 ３

４ 木 ４ 完全下校１５：２０

５ 総 合

６ 総 合

短縮時程 給 食 簡単清掃 部活なし

1月 ２２日(金)

朝自習：ナビ理科⑩

１ 金 １

２ 金 ２
英語検定（放課後）

３ 金 ３

４ 金 ４ 完全下校１７：１５

５ 総 合

普通時程 給 食 普通清掃 部活あり


